
 

 

 

※この冊子は、「③文化芸術を生かした地域活性化事業」における 

助成金の交付に必要となる諸手続の留意事項等をまとめた手引きです。 

「①文化芸術都市創造事業（ベーシック）」や「②文化芸術都市創造事業（トライアル）」の 

手引きは別冊になります。 

詳細は、右記二次元コードより、アーツカウンシルさいたまウェブサイトをご覧ください。 

 

※令和８年度より、申請方法は原則としてメールのみとなりました。 

PDF データを提出してください。 
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（交付決定となった場合は、別途、詳細な手続きについて通知します） 

※ 事業内容に大幅な変更が生じる場合、事業実施前に、 

変更申請が必要となります。 

※ アーツカウンシルさいた 

まの職員が視察で伺う場 

合がございます。 

事前にご連絡いたします 

ので、席のご用意等の対 

応をお願いします。 



7 

15mm 

 

〇〇コンサート 

アーツカウンシルさいたま 

助成金採択事業 

例） 
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様式第３号（第５条関係）【記入例】

令和 8 年 月 日
宛先（公財）さいたま市文化振興事業団理事長

〒

１

□ １．市内団体 ※市内団体…さいたま市内に本拠および活動の実績がある団体。

☑ ２．市内団体以外

金 円

☑ 確定払い(事業実施後)　 □ 概算払い（事業実施前）　

☑ 事業計画書（付表１ー３）
☑ 開催区域図（様式自由）
☑ 制作スケジュール（様式自由）
☑ 収支予算書・市内団体用（付表２ー３ー１）または収支予算書・市内団体以外用（付表２－３－２）
☑ 申請者プロフィール・団体用（付表３ー２）　
☑ 規約又は会則等（様式自由）

☐ 概算払請求予定書（概算払を選択する場合）
☑ 企画書等事業の詳細が分かるもの(様式自由、１０枚以内)
☑ 過去の事業のチラシ等データ（4枚以内）※実績がない場合は提出不要

☑ 以下の内容を確認しました。

☑

□ ア　採択結果や助成額にかかわらず計画の通り実施します。　
☑ イ　事業を縮小して実施します。
□ ウ　事業を延期または中止します。（助成額が　　　　　　　　　　円以下の場合）

① ②

〒
住　　所

※書類送付先

000-0000

〇〇市○〇区〇〇０－0－0
※同上の場合は空欄

・太枠内を漏れなくご記入ください。チェック☑入力が困難な場合、■（黒四角）をご入力ください。

　鉛筆、記載を消せるボールペンや修正テープ等は使用しないでください。
・申請書及び申請書の関係書類において、明らかな誤字・脱字等がある場合は、住所・団体名・代表者名・要望額等の重要な記載事項を
除き、アーツカウンシルさいたま事務局にて追記・修正等を行う場合があります。

氏　　名 〇〇〇　〇〇〇
※同上の場合は空欄

電話番号 ０００－００００－００００ ０００－００００－００００

メールアドレス 〇〇〇〇〇〇〇＠〇〇〇.〇〇

担当者
連絡先

※構成員名簿にも
必ず「担当」とご記
入ください。

担当者の
職など

事務局長
※同上の場合は空欄

ふりがな 〇〇〇　〇〇〇

5 さいたま
市暴力団
排除条例
に係る誓
約

（確認後チェック☑をご記入ください。）

・申請者は暴力団ではありません。
・役員は暴力団員ではありません。
・申請する事業は暴力団の利益になる事業ではありません。
・申請書及び名簿に記載されている情報を暴力団排除のため、必要に応じ、関係する官公庁へ照会する場合がある
ことに同意します。

6 その他
確認事項

（確認後チェック☑をご記入ください）

申請する事業は（公財）さいたま市文化振興事業団の共催を申請している、もしくは申請の予定がある事業
ではありません。

（当該事業が不採択または減額交付となった場合の対応について、以下のいずれかに☑をご記入ください。）

２ 団体の種
別

（以下のいずれかにチェック☑をご記入ください）

4 添付書類 （提出前にすべて揃っているか確認し、チェック☑をご記入ください。）

３ 要望額
2,000,000 ＊付表２-3-1又は２-3-２の②の金額を記入

※200万円を限度とします。

（以下のいずれかにチェック☑をご記入ください）

※原則は確定払いです。概算払いは、申請金額の２分の１までとし、別途手続きが必要です。必ずしも概算払いの希望が認められ
るとは限りません（手引き６ページを参照）。
※市内団体以外の場合、要望できる助成金の額は助成対象経費の１０分の８以内です。

○〇〇〇〇フェスティバル

※本人(代表者)が手書きしない場合は、記名押印してください。　また、この申請書に記名押印した場合は、実績報告等事後の手続きにおける氏名欄
にも、記名押印をしてください。

助成金の交付を受けたいので、下記のとおり関係書類を添えて申請します。

記

事業名

代表者名 〇〇〇　〇〇〇 芸名
※芸名がない場合は空欄

〇〇〇

ふりがな 〇〇〇　〇〇〇 ふりがな 〇〇〇

さいたま文化芸術都市創造助成金交付申請書
〔文化芸術を生かした地域活性化事業〕

4 10

住所
000-0000

〇〇市○〇区〇〇０－0－0

ふりがな 〇〇〇〇〇じっこういいんかい

団体名 ○〇〇実行委員会 代表者役職 代表

※

申請日をご記入ください。

手書きしない場合は

押印してください。

確認後、チェック☑

してください。

以下の内容を確認後、チェック

☑してください。

市内団体以外の場合、要望できる助

成金の額は助成対象経費の１０分の

８以内です。

本名と別名称で活動する場合は

「芸名」欄もご記入ください。

助成額の支払い方法の希望について、いずれかをチェック☑してください。原則は確定払いです。概算払いは、

交付決定額の２分の１までとし、別途手続きが必要で、必ずしも概算払いの希望が認められるとは限りません。

書類がすべて揃って

いるか確認後チェッ

ク☑してください。

今回申請する事業が、審査の結果不採択また

は減額交付となった場合の対応について、３つ

のうちいずれかをチェック☑してください。

代表者と担当者が異なる場合すべての

欄をご記入ください。担当者は団体の構

成員に限ります。
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１

芸術 □ 文学 □ 音楽 □ 美術 □ 写真 □ 演劇 □ 舞踊

メディア芸術　 □ 映画 □ 漫画 □ アニメーション

伝統芸能 □ 雅楽 □ 能楽 □ 文楽 □ 歌舞伎 □ 組踊

生活文化 □ 茶道 □ 書道 □ 華道

地域文化 □ 地域固有の伝統芸能 □ 地域の人々による民俗芸能

〇会場名（住所）をお書きください。

予約 □ 済 □ 未

予約 □ 済 □ 未

予約 □ 済 □ 未

★印の欄（No.1、2，5，6，8）記載事項は、アーツカウンシルさいたまの広報で使用する場合があります。

付表１－３【記入例】

文化芸術を生かした地域活性化事業　事業計画書

事業名★

２
事業概要★
（２00字以内）

出演・関係者数　　　  名　　座席数　　　  名　　観客等見込数　　　  名
実施・公演回数　　　  回
入場料　　　　　　　     円 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

３

ジャンル
（複合ジャンルの場
合は当てはまるもの

すべてに☑）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

４

活動概要
（２００字以内）
※団体の活動内容を簡
潔にまとめてご記入く
ださい。

５

日　　　時★
※準備（ゲネプロ含む）・
仕込み・公演日・開演時
間・終演時間・撤収（搬
出）がわかるように記入
してください。
※書ききれない場合は
行を増やしてください。

準備・仕込
み（搬入）

　　　　年　　月　　日　（　）　　：　　～　　　年　　月　　日　（　）　　：

本番 　　　　年　　月　　日　（　）　　：　　～　　　年　　月　　日　（　）　　：

撤収・
搬出

　　　　年　　月　　日　（　）　　：　　～　　　年　　月　　日　（　）　　：

助成・協賛

後援

６

会　　　場★
※予約済か未に☑をつ

けてください。
※書ききれない場合は
行を増やしてください。

協力

その他の連携先

8
WEBサイト／
SNS等URL★
※ない場合は記入不要

７

共催・助成・
後援・協力など
※申請中を含む。

〇団体名、個人名等を記入

共催

9

広報計画
※チラシ・ポスター等の
作成枚数・配布先、
WEB・SNS・メディア等
の発信予定をご記入く
ださい。

交付申請書（様式第3号）と同じ事業名をお書きください。

事業内容を簡潔にまとめてお書きください。

【記入例①美術・演劇・地域固有の伝統芸能/市内団体/社会課題(空き空間活用)/領域横断

(まちづくり・地域振興)】

さいたま市の〇〇〇をテーマに、地域のギャラリーや空き家、商店街で回遊型展示・ワーク

ショップ・ストリートパフォーマンスを含むアートフェスティバルを実施、地域資源の活用とまち

のにぎわい創出を図る。

【記入例②音楽/市外団体/社会課題(社会的孤立・世代間交流)/領域横断(福祉)】

さいたま市出身のメンバーが所属する東京の音楽団体が、市内高齢者施設と連携し、施設の

大広間を一般開放し、プロ音楽家による演奏会や市内小学生による合唱ワークショップを実施。

世代を超えた音楽交流を通じて、高齢者の孤立防止と地域コミュニティの活性化を目指す。

【記入例③ダンス/市内団体/社会課題(居場所づくり)/領域横断(福祉・教育)】

障害者福祉施設と協働し、障がいのある子どもと保護者を対象としたダンスプログラムを月1回

実施。身体表現を通じた自己肯定感の向上と、成果発表会による障がい理解促進を図る。

団体の活動内容を簡潔にまとめてお書きください。

「本番」の欄には、開始（開演）時間と

終了（終演）時間をお書きください。

12



□ a.社会課題解決の取組

□ b.領域横断の取組

□ c.社会課題解決の取組かつ領域横断の取組

□ 社会的孤立 □ 多文化共生 □ 世代間交流 □ 居場所づくり □ 伝統の再定義

□ 空き空間活用 □ シビックプライド □ 環境共生 □ 産業イノベーション

□ 地域自治の再生　 □ その他（　　　　　　　）

□ 観光 □ まちづくり・地域振興 □ 国際交流 □ 福祉 □ 教育

□ 産業　 □ 自然環境 □ 防災・災害文化　 □ その他（　　　　　　　）

１８

11
本事業で取組む
社会課題の分野
（複数選択可）

※上記の「１０取組の別」でa.かｃ.に☑した場合のみご記入ください。

10
取組の別
※いずれか☑

12
本事業に関連す
る他領域
（複数選択可）

※上記の「１０取組の別」でｂ.かｃ.に☑した場合のみご記入ください。

13 企画意図

◆本事業実施に至る背景・課題意識、本事業のねらい・目的、本事業を通して達成したい到達目標をできるだけ具体的に
ご記入ください。
※申請事業を通してどのようなところが地域活性化につながるのか、課題に向き合うかがわかるようにご説明ください。

背景・課題意識…

ねらい・目的…

到達目標…

手法

◆コンセプト設定、事業プロセス、多様な人が参画するための工夫や地域社会との連携方法等をご説明ください。

１５ 事業の詳細

◆申請事業の内容、実施時期、出演・参加アーティスト、回数、対象者等を具体的にご記入ください。
※制作状況、出演者交渉、会場確保等の準備状況もご記入ください。

特記事項
（記入は任意）

※必要に応じスペースを拡大・縮小し、ご記入ください。事業計画書は４ページ以内にまとめてください。チェック☑入力が困難な場合は■をご入力ください。

１６ アクセシビリティ
への取組

◆本事業において、より多くの方々が鑑賞・参加できるよう配慮する取組がありましたら、具体的にご記入ください。
※アクセシビリティとは…障害のある方、高齢者、外国の方、小さなお子様連れの方など、だれもが参加・鑑賞しやすい環
境をつくることです。

１７ 今後の
活動展開や目標

◆この助成事業での活動をステップとして、今後、どのような事業を進めていくのか、今後3年間の市内での活動を含む
活動展開や目標等をご記入ください。

令和9年度…

令和10年度…

令和11年度…

１４

本事業の背景・課題意識、ねらい・目的、到達目標を具体的にお書

きください。特に、地域活性化や設定した課題の解決にどのようにつ

ながるか、以下のような数値を用いた到達目標を立ててください。

【到達目標の例】参加者数○○名、来場者数○○名、アンケート満足

度○○%以上、地域施設との連携○○カ所、新規参加者の割合

○○% 

出演・参加アーティストは、決定事項と未決定事項がわかるようにお書きください。

本事業終了後、今後3年間でさいたま市においてどのような活動を

展開していきたいか、具体的な計画と目標をお書きください（審査基

準として継続性を重視しています）。

より多くの方々が鑑賞・参加できるよう配慮する取組がありましたら、お書きください。

（アクセシビリティとは、障害のある方、高齢者、外国の方、小さなお子様連れの方な

ど、だれもが参加・鑑賞しやすい環境をつくることです）

【記入例】視覚への配慮（音声ガイド・点字資料・触知図・触れる展示等）、聴覚への

配慮（手話通訳・字幕・筆談対応等）、身体への配慮（車いす対応、スロープ・バリア

フリー機器・休憩スペース等）、言語への配慮（多言語対応・やさしい日本語・事前説

明会等）、参加しやすい環境（託児サービス・特別鑑賞回・専門スタッフ配置等）

上記の「10取組の別」でa.又はｃ.に☑した場合はお選びください（b.

に☑した場合は空欄）。複数選択が可です。

上記の「10取組の別」でｂ.又はｃ.に☑した場合はお選びください

（ａ.に☑した場合は空欄）。複数選択が可です。

事業計画書は４ページ以内でご提出ください。
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１　収入の部 　（単位：円）

２　支出の部 （単位：円）

①（千円未満切捨て）

-                      

※申請者本人（構成員含む）にかかる支出は計上できません。
※灰色のセルには計算式が設定されているため、入力不要です。

助成対象外経費計　Ｂ -                  

合　   計（Ａ＋Ｂ） -                  

助成対象経費計　Ａ -                  

助
成
対
象
外
経
費

助
成
対
象
経
費

合　　　　　計 -                  

区　　　　　　分 予　算　額 積　算　内　訳

助成金要望額

②（上限２０0万円）

＊①の金額以下で、下限50万、限度額は２０0万円

その他
(入場料収入、寄
附・協賛金、広告
料、一般参加
費、その他助成
金)

付表２－３－１【記入例】

文化芸術を生かした地域活性化事業（市内団体）収支予算書

区　　　　　　分 予　算　額 積　算　内　訳

自己負担
(団体負担金、会
員参加費・会員
出品料)

事業計画書に書いた事業内容との関連が分かるように内訳をお

書きください。例えば、「出演費」を計上する場合、「〇〇氏出演料

〇〇円」のように積算根拠が分かるようにご記入ください。

「積算内訳」には、単価・人

数等の積算が分かるよう

に内訳をお書きください。

①の金額以下で、

上限２０0万円で要望額

をお書きください

「１ 収入の部」の合計と「２

支出の部」の合計は、同じ

額にしてください。

手引きにて、助成対象経費・対象

外経費をよくお確かめの上、「区

分」の欄に細目をお書きください。

「１ 収入の部」の合計と「２

支出の部」の合計は、同じ

額にしてください。

助成対象経費計Aの金額か

ら、千円未満を切り捨てした

額を記載してください。

「積算内訳」と「予算額」の

金額が一致するよう必ず

検算してください。
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１　収入の部 　（単位：円）

２　支出の部 （単位：円）

①（千円未満切捨て）

-                      

※申請者本人（構成員含む）にかかる支出は計上できません。
※灰色のセルには計算式が設定されているため、入力不要です。

助成対象外経費計　Ｂ -                  

合　   計（Ａ＋Ｂ） -                  

助成対象経費計　Ａ -                  ×8/10＝

助
成
対
象
外
経
費

助
成
対
象
経
費

合　　　　　計 -                  

区　　　　　　分 予　算　額 積　算　内　訳

助成金要望額

②（上限２０0万円）

＊①の金額以下で、下限50万、限度額は２０0万円

その他
(入場料収入、寄
附・協賛金、広告
料、一般参加
費、その他助成
金)

付表２－３－２【記入例】

文化芸術を生かした地域活性化事業（市内団体以外）収支予算書

区　　　　　　分 予　算　額 積　算　内　訳

自己負担
(団体負担金、会
員参加費・会員
出品料)

事業計画書に書いた事業内容との関連が分かるように内訳をお

書きください。例えば、「出演費」を計上する場合、「〇〇氏出演料

〇〇円」のように積算根拠が分かるようにご記入ください。

「積算内訳」には、単価・人

数等の積算が分かるように

内訳をお書きください。

①の金額以下で、

上限２０0万円で要望額を

お書きください。

「１ 収入の部」の合計と「２

支出の部」の合計は、同じ額

にしてください。

手引きにて、助成対象経費・対象

外経費をよくお確かめの上、「区

分」の欄に細目をお書きください。

「１ 収入の部」の合計と「２

支出の部」の合計は、同じ額

にしてください。

助成対象経費計Aの金額を８/１０し、千円未

満を切り捨てした額を記載してください。

「積算内訳」と「予算額」

の金額が一致するよう必

ず検算してください。
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